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今月のラインナップ

ネットスケーププラグインに対応したアプリケーション削除ソフト

WinDelete3
住友金属工業株式会社

Webサーバーと連携して使える高機能なHTMLエディター

Microsoft FrontPage 97 for Windows
マイクロソフト株式会社

WWWブラウザーから簡単に設定できるダイアルアップルーター

NS-2480
セイコー電子工業株式会社

WWWブラウザーから取り込んだ静止画や音声を分かりやすく一覧表示する

Internet Ninja
株式会社アスキーサムシンググッド

今
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今月紹介する商品はインターネット時代のアプリケーション削除ソフトとして有望な「WinDelete3」、強力なHTML編

集を備えたWWWサイトの管理ツールの本命といえる「Microsoft FrontPage 97 for Windows」、FTPを確実にで

きるアドレス変換機能を備えたダイアルアップルーター「NS-2480」、インターネット上の画像や音声を一括管理でき

るマルチメディアデータベースソフト「インターネットニンジャ」だ。

このコーナーの見方

[注]「最速転送時間」とは、28800bpsのモデムを使って圧縮なしでファイルを転送した
際の、理論上で最速の転送時間を意味します。ダウンロードするときの目安としてくださ
い。ファイルサイズ（バイト）×10÷28800で計算しています。端数は切り上げています。

[注]

市販の
ハードウェア製品

市販の
ソフトウェア製品

シェアウェアの
ソフトウェア

フリーウェアの
ソフトウェア

ウィンドウズ95用 ウィンドウズ3.1用 ウィンドウズNT用 OS/2用 マッキントッシュ用 UNIX用

動作環境 発売元 電話番号 価格 関連情報 バージョン 作者/開発元 入手先 付属品 ファイルサイズ/
最速転送時間
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ウィンデリートスリー

WinDelete3

1プラグインソフトウェアが簡単に削除できる
2インターネットでダウンロードした不要なファイルが削除できる

ネットスケーププラグインに対応したアプリケーション削除ソフト

ここがスゴイ！

ずWinDelete3を起動し、
メインメニューから「イン
ストール」を選ぶ。すると
インストールプログラムを
選ぶ画面になるので、
「setup.exe」など、インス
トールプログラムの位置を
指定し、「OK」ボタンを
押す。するとセットアップ
プログラムが起動するので
通常どおり画面の指示に
従ってインストールする。
インストール作業が終わる
とWinDeleteは行われたイ
ンストールを解析し、変更
部分を記録する。この作
業には少し時間を要する。
ネットスケープのプラグイ
ンソフト「VDOLive Player」をインストールしたとき
には、1分ほどかかった。
アプリケーションを削除する場合は、「アンインスト

ール」を選ぶ。ハードディスクに入っているソフトウ
ェアがツリー状に表示されるので、「WinDelete インス
トール」の中から、削除したいものを選べばよい。

S「重複ファイルの検索」もインターネットに対応

WinDelete3はアンデリート機能のほか、重複ファ
イルの検索、アプリケーションの移動、システムファ
イルの編集、不要なファイルのチェックなど、さまざ
まなファイル管理ツールがそろっている。「重複ファイ
ルの検索」は同じ内容のファイルがないかどうかを検
索してくれるツールだが、これには「.htm」や「.jpg」
などの拡張子が付いたインターネットでもおなじみの
ファイルにも対応しているのがうれしい。

Sインターネット時代の削除ソフトとして期待

WinDelete3はアプリケーション削除ソフトとしての
充実した機能に加え、インターネットを多用するうえ
で便利な機能が付加価値として魅力的ではあるが、イ
ンターネットエクスプローラの「ActiveX」コントロー
ルのインストールに対応していないのが少し残念だ。自
動的にインストールされるActiveXコントロールを感知
してログを記録してくれるような機能を今後は期待し
たい。 （編集部kataoka@impress.co.jp）

ウィンドウズ95にアプリケーションをインストールする

と、アプリケーションを実行するためのプログラム以外

にもさまざまなプログラムがいろいろなフォルダにコピ

ーされているのをご存じだろうか。ファイルのコピーだ

けではない。知らず知らずに「system.ini」などの設

定ファイルも変更されている。このようなファイルの

コピーや設定ファイルの変更は、インストールすると

きには自動的に行われるので気にする必要はないが、

削除するとなると話は違う。アプリケーションの実行

ファイルがあるフォルダーを削除するだけでは変更さ

れた設定ファイルや「windows」フォルダーにコピー

されたファイルはそのまま残ってしまい、後の動作に

不具合をもたらしてしまう。このような問題を解決す

るのが「アプリケーション削除（アンインストール）ソ

フト」である。今回紹介するアプリケーション削除ソ

フトの「WinDelete3」は、ふつうのアプリケーション

はもちろん、ネットスケープのプラグインソフトウェア

の削除も簡単にできるソフトだ。

Sネットスケーププラグインのインストールも管理

ネットスケープナビゲーターのプラグインソフトは、
それ自体で動作するふつうのアプリケーションとは違
い、ナビゲーターを拡張するソフトだ。したがって、ナ
ビゲーターがインストールされているフォルダーにもフ
ァイルがインストールされる場合がある。特に、イン
ターネットは大手ソフトウェアメーカーに限らず、だ
れでも自分が作ったソフトウェアを発表できる場所だ。
ウィンドウズ95の「アプリケーションの追加と削除」
機能では対応できない場合も多いだろう。実際、編集
部でもベータ版のプラグインソフトウェアをインストー
ルしたために動作がおかしくなり、「アプリケーション
の追加と削除」で削除したのにかかわらずシステムが
不安定なままになってしまうことは日常茶飯事だ。そ
んなときには、ハードディスクのフォーマットをしてウ
ィンドウズ95を再インストールするしかない。しかし
WinDelete3はネットスケープのプラグインソフトのイ
ンストールも監視してくれるという。新しいプラグイ
ンソフトウェアを試すのが好きな人には最適なソフト
といえる。

Sインストール時に監視させる必要がある

WinDelete3を使ってアプリケーションやプラグイン
ソフトウェアを削除するためには、インストールすると
きにもWinDelete3を使う必要がある。やり方は、ま

12,800円

住友金属工業株式会社

WinDelete3

住友金属工業株式会社

12,800円

3.0

03-5476-9825

［ユニークさ］ ★★★★☆
［コストパフォーマンス］★★★☆☆

［使いやすさ］ ★★★★☆
［期待度］ ★★★★★
［総　合］ ★★★★☆
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sソフトウェアのインストー
ルが終わると、システムが
どのように変更されたかを
調べる。

aアンインストールの画面。右画面には
インストール時にどのように環境が変
わったかがすべて表示される。

aメインメニューの画面。
各機能の説明が書かれて
おり、分かりやすい。
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1ワープロ感覚で高度なHTMLファイルを作成できる
2Webサーバーを内蔵し、連携した高度な運用ができる
3コストパフォーマンスが高い

Webサーバーと連動して使える高機能なHTMLエディター

ここがスゴイ！

FrontPageは、まず「FrontPage Explorer（フロン
トページ・エクスプローラ）」と呼ぶ中核をなすツール
があり、各種の設定やWebコンテンツの作成・メンテ
ナンスを行う基本的なインターフェイスを受け持つ。
そして、実際にHTMLファイルを作る際に呼び出され
るのがHTMLエディターとしての「FrontPage Editor
（フロントページ・エディター」。さらにWebサーバー
として動作する「FrontPage Personal Web Server
（フロントページ・パーソナル・ウェブ・サーバー」の
3つがあり、これらが連携して動作する。
こうしたツールがそれぞれ密接に結びついたシステ

ムとなっているため、技術的に高度なWebコンテンツ
もかなり容易に作成できる環境となっている。Front-
Pageでは、ODBCインターフェイスを使ったデータベ
ースとの連携も可能で、HTMLエディターとしてもテ
ーブルやフレームへの対応はもちろん、Java、Javaス
クリプト、VBスクリプト、ActiveXコントロール、プ
ラグインなどに対応。また、サーバーとの連携でWeb
上での会議システムや検索サービスも特別な技術を必
要とせずに実現可能だ。対応するサーバーは同梱の
FrontPage Personal Web Serverのほかに、それぞれ
のエクステンションを利用することでUNIX用の各種サ
ーバー、Windows NT用の「IIS（インターネット・イ
ンフォメーション・サーバー）とも連携できる。

Sすべての操作の中核となるFrontPage Explorer

すべての操作の中心となるのがFrontPage Explorer
だ。まずFrontPageを起動すると、FrontPage Per-
sonal Web Serverと同時にFrontPage Explorerが立ち
上がり、メニューが表示される。ここから先は各種の
設定が可能なほか、実際にWebコンテンツを作成する
ために新規作成を選択したり、すでに作成されたWeb
コンテンツを読み込んでのメンテナンス操作が行える。
Webコンテンツの作成もワープロソフトのようにあ

らかじめテンプレートも用意されており、さらに問い
合わせに答えていくだけで自動作成するウィザード機
能も用意されているため、用途に合ったものがあれば、
それを選択して必要な項目に答えていくだけで簡単に
Webコンテンツのひな型が完成する。たとえば、会社
概要を作成するためのテンプレートやプロジェクト管
理のためのもの、そして一般的には構築の難しいWeb
上の会議システムなどもウィザードの中に含まれてい
る。
コンテンツの新規作成、あるいは読み込みを行うと、

未定

マイクロソフト株式会社

Webサーバーと連携して使える高機能なHTMLエディター

Microsoft FrontPage 97 for Windows
［ユニークさ］ ★★★★☆

［コストパフォーマンス］★★★★★
［使いやすさ］ ★★★★☆
［期待度］ ★★★★★
［総　合］ ★★★★☆

お
す
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め
度

aFrontPage Explorerの画
面。リンクの状況がグラ
フィカルに表示される。

「Microsoft FrontPage 97 for Windows」（以後は

FrontPageと表記）はマイクロソフトからリリースさ

れた日本語に対応した強力なWebサイト管理作成ツ

ールだ。あるいはWebパブリッシングツールと言い換

えてもいいだろうし、もっとわかりやすく言えばHTML

エディターを中心としたコンテンツ管理のツール群だ

と言ってもいい。

従来はFrontPage1.1として英語版のみが公開されて

いたが、10月になって最新バージョン公開のタイミン

グで日本語版を含む各国版が同時配布となった。公開

されたバージョンはベータ2の評価用としてリリースさ

れたものだが、とにかく詰めるだけ機能を詰め込んだ

多機能なツールになっている。

インターネットはもとより、イントラネットでの利用を

強く意識した構成になっているが、HTMLエディター

という側面だけから見ても完成度は高く、百花繚乱と

言われている現在のHTMLエディター市場にも大きな

影響をあたえそうだ。

SWebサイト管理・作成の機能を集約

先にも書いたように、FrontPageは強力なHTMLエ
ディターを備えており、それだけでも十分魅力的なソ
フトということができる。しかし、FrontPageはけっし
て単なるHTMLエディターというわけではなく、Web
サイトの作成や管理を行うためのツールがすべて集ま
った総合環境というべきものになっている。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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S高機能に低価格が加わって国内では独壇場か？

このほか、ボーナスパックと呼ばれるソフト群も公
開されており、これもまたFrontPageの実用度をおお
いに増している。
ボーナスパックは、高機能版WebサーバーのPer-

sonal Web Server、簡単な操作でftp経由などでWeb
コンテンツをサーバーに登録するWeb 発行ウィザード、
高機能な画像編集ソフトImage Composerなどが含ま
れる。ただし、Image Composerについてはベータ2の
段階ではまだ日本語化されていない。
こうした総合的なWebサイト作成管理ツールについ

ては、従来もアドビ社の「SiteMill」やマクロメディ
ア社の「Backstage」などが存在していたが、日本語
化された環境という意味ではFrontPageが完全にこれ
らをリードした形だ。マイクロソフトによると、この年
末にもボーナスパックを含む正式パッケージがアメリ
カと日本でリリースされるという。残念ながら国内価
格は未定だが、アメリカでは149ドルという低価格で
販売される予定になっており、国内でもかなりの低価
格になると予想される。また、マッキントッシュ版の
投入計画もある。
ベータ版ということで、現在のところまだ不安定な

部分も存在するが、おおむね完成度は高いと言ってい
い。インターネット、イントラネットとWebを利用し
た情報システムが爆発的な普及を続ける中、こうした
ツールは必要不可欠なものとなってきている。Front
Pageは特に日本語に対応していることで、国内では存
在価値のある注目ツールと言える。 （石橋文健）

画面の左側にそれぞれのHTMLファイルやフォルダー
の一覧が表示され、右側には選択されたHTMLファイ
ルのリンクの情報を矢印とアイコンを使ったグラフィ
カルな画面で表示してくれる。こうしてWebコンテン
ツの構造をすぐに確認することでができ、実際に
HTMLファイルなどを変更する場合には、そのHTML
ファイルをダブルクリックすることで編集が可能にな
る。つまり、HTMLエディターのFrontPage Editorが
起動されて、当該ファイルが読み込まれるわけだ。

S日本語対応のものとしては数少ない強力なHTMLエ

ディター

そのFrontPage Editorは日本語対応のものとしては
数少ない非常に強力なHTMLエディターとなっている。
基本的な操作感覚はワープロソフトのようなもので、
HTMLのタグを意識せずに編集していくWYSIWYGタ
イプ。操作画面やツールバーを見れば、それはまさに
ワープロソフトだ。あとはどんどん文字を入力し、色
や大きさなどの修飾や特殊効果などをアイコンやメニ
ューバーから選択して指示してやればいい。
対応しているさまざまなスクリプト、ActiveXコント

ロール、画像、水平線などもメニューバーなどから挿
入を選んでいけば埋め込んでいくことができる。埋め
込まれた各種要素や文字についてはおおむねマウスの
右クリックによるプロパティですぐに修正が可能だ。
機能も豊富で、対応するHTMLタグをとっても、基

本的なものはもちろん、テーブルやフレーム、インタ
ーネットエクスプローラが対応しているBGMやマーキ
ーのタグなどが含まれ、サーバーとの連携で実現する
アンケートなどで使用する各種入力フォームや、表示
期限を設けた部分的なHTMLや画像の表示、タイム
スタンプの取り込みなど複雑なことも手軽に実現でき
る。画像に関しても、GIFやJPEGファイルといったデ
ータの取り込みはもちろん、相互のデータ変換、透明
GIF、インターレースGIFの作成が簡単な操作ででき、
クリッカブルマップさえ特別なツールを起動すること
なく作成できてしまう。そして、編集結果は常に
WWWブラウザーでサーバーを経由して見ることがで
きる。また、テーブルやフレームといった、やや高度
で従来作成するのが難しかったものも、まさにワープ
ロ感覚でできてしまう。それぞれのタグや効果に関す
るパラメーターもきめ細かく用意されているため、ま
ずできないことのほうが少ないと言っていい。

Microsoft FrontPage 97
for Windows

マイクロソフト株式会社

ベータ2

未定

http://www.microsoft.co.jp/office/

frontpage/index.htm

aFrontPage Personal Web Serverの画
面。設定項目はなく、起動していること
だけが確認できる。

aFrontPage Editorの画面。
HTMLエディターとしての
機能は豊富だ。

f「エクスプローラ」と同じよ
うな表示のしかたにもできる。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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エヌエス

NS-2480

1端末型ダイアルアップ接続ができる
2設定がWWWブラウザーから簡単にできる
3100,000円を切る低価格

WWWブラウザーから簡単にできるダイアルアップルーター

ここがスゴイ！

98,000円（DSU無しモデル）
118,000円（DSU内蔵モデル）

セイコー電子工業株式会社

インターネットへのダイアルアップ接続というと、パソ

コン1台をモデムやTAでつなぐ「端末型ダイアルアッ

プ接続」を思い浮かべる人が多いと思うが、1台では

なく複数のパソコンをつなぐときには、一般的には

「LAN型ダイアルアップ接続」の契約をプロバイダー

とする必要がある。ただ、LAN型ダイアルアップ接続

は端末型よりも高く、個人ユーザーには少し敷居が高

い。今回紹介するNS-2480を使えば、端末型ダイア

ルアップ接続でLANにつながった複数のパソコンから

交互にインターネットにアクセスできる。つまり、複

数台のマシンから同時にホームページやFTPをするこ

とはできないが、1台のマシンからのアクセスが終われ

ばもう1台のマシンからもアクセスできる。複数台のマ

シンから同時にアクセスできないとはいえ、LAN型ダ

イアルアップに敷居の高さを感じている人にとっては

最適の製品だ。

Sアドレス変換機能によりLAN上のマシンからのアク

セスが可能

NS-2480は専用線とダイアルアップの両方でできる
ルーターだ。ISDNによるダイアルアップ接続ができる
ルーターは「ダイアルアップルーター」と呼ばれている
が、ふつうのダイアルアップルーターにはない付加価値
として、NS-2480には「アドレス変換機能」がある。
今までも「NAT（ネットワーク・アドレス・トラン

スレーション、364ページ参照）など、LAN内でしか
使えないプライベートアドレスをインターネット上で使
えるグローバルアドレスに変換する機能はあったが、
「NAT」という規格は1台のパソコンをつなぐことしか
定義していないので、「NAT対応ルーター」といって
も複数台のパソコンをつなぐことはできなかった。
ところが、NS-2480のアドレス変換機能は、同時に

アクセスできないとはいえ、LANにつながった複数台
のパソコンからのインターネットアクセスができる。
WWWブラウザーによるホームページの閲覧はもちろ
ん、FTPも問題ない。従来のNATを使ったアドレス変
換の場合、FTPが途中で途切れてしまう場合があった
が、NS-2480なら、「FTPゲートウェイ機能」を持って
いるので、FTPも途中で終了してしまうことがない。
LAN型ダイアルアップは端末型に比べて高いので、

制約があるとはいえ、端末型ダイアルアップでLANか
らインターネットへのアクセスができれば実にローコス
トですむだろう。

SLAN型接続もできる

このようにユニークな機能があるNS-2480だが、そ
れとは別に通常のLAN型ダイアルアップ接続や、専用
線接続もできるようになっている。端末型接続から
LAN型接続、そして専用線接続と、環境のステップ
アップに対応できるのは安心できる。また、カタログ
には「OCN等の新しいサービスにも対応」と書いてあ
る点にも注目したい。ファームウェアがフラッシュ
ROMになっており、書き換えができるようになってい
るので、新しいサービスにも対応できるということだ
ろう。

SWWWブラウザーで簡単に設定できる

NS-2480は内部にhttpサーバーを持っており、ネッ
トスケープナビゲーターやインターネットエクスプロー
ラを利用して設定できる。従来のダイアルアップルー
ターはほとんどがシリアルのクロスケーブルでパソコン

［ユニークさ］ ★★★★☆
［コストパフォーマンス］★★★★☆

［使いやすさ］ ★★★☆☆
［期待度］ ★★★☆☆
［総　合］ ★★★★☆
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d筐体はコンパクト。電源内蔵式
なのでかさばらない。
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コマンドでNS-2480のハードウェアに登録してあるネッ
トワークアドレスと、LAN内で使用するプライベート
アドレスを対応させる。この作業を行えば、あとはふ
だん使っているWWWブラウザーを使い、ページを見
ながら設定することができる。ここまでの作業は一見
煩雑そうに思えるかもしれないが、マ
ニュアルは分かりやすく書かれており、
「ARP」コマンドを使ったことのない人
でもマニュアルに書いてあるとおり入力
すればなんとか設定できるようにはなっ
ている。ただし、LANを構築したこと
のない人はそれなりの知識を身につけ
る必要はあるだろう。
WWWブラウザーで設定できる段階

までくればあとは簡単だ。加入してい
るプロバイダーのIDとパスワード、電
話番号やIPアドレスなどを入力し、設
定を保存してディップスイッチを通常
の位置に戻せば終わりだ。
接続するときもページから操作する。

「接続」というリンクをクリックし、登
録したメニューを選ぶだけで接続が始まる。「接続しま
した」という表示が出れば、ホームページを見たり、
電子メールを送ったりできるようになる。
もう1台からアクセスするときにはつながっているパ

ソコンからのアクセスを一度切断しなければならない。
片方がつながっている場合にもう1台のマシンからつな
ごうとすると「使用中です」という表示が出るので注
意が必要だ。

SLAN型接続の設定がわかりにくい

今度はLAN型ダイアルアップ接続を試してみた。こ
の場合は設定のメニューで「LAN間接続」を選ぶ。こ
の設定メニューは端末型接続と違ってメニュー形式に
なっておらず、各項目でスクリプトのようなものを書
かなければならない。せっかくWWWページという初
心者がとりかかりやすいインターフェイスを使っている
のだから、もう少し設定しやすいようなメニューにし
てほしかった。このような点はファームウェアのバージ
ョンアップで解決してほしいところだ。
多少の制約はあるが、WWWブラウザーで設定でき

る気軽さと価格の安さは魅力的だ。今後、多くのプロ
バイダーの推奨機種として普及することを期待したい。

（編集部kataoka@impress.co.jp）

とつなぎ、通信ソフトを起動してコマンドを打ち込ん
だり、慣れないメニュー画面を操作したりしなければ
ならなかった。WWWブラウザーで設定できるのなら手
軽だし、初心者にもなじみやすいインターフェイスと
いえる。なによりも、どのパソコンからも通信できる
のはうれしい。また、メニュー画面の中には「バージ
ョンアップ」というリンクがあり、セイコー電子工業株
式会社のホームページにクリックするとセイコー電子
工業株式会社のページを表示するようになっている。

Sアナログポートはない

背面のインターフェイス部分にはISDN用のコネク
ター、LANコネクター、電源スイッチ、「CROSS」と
「LAN」の切り替えスイッチなどがある。ハブから接続
する場合は「LAN」を選び、ハブを使わずにパソコン
のネットワークボードから直接つなぐ場合は「CROSS」
を選ぶ。わざわざクロスケーブルを用意しなくて済む
のはうれしい配慮だ。また、アナログポートがないの
は惜しい。モデムやTAを使ってきたユーザーがもう少
し気軽に利用できるように、アナログポートが2つ付い
たモデルの登場を期待したい。

SDSU内蔵モデルもある

以上のような機能を持ちながら、NS-2480は98,000
円という低価格を実現している。ダイアルアップルー
ターのほとんどが100,000円以上の価格を付けている中
で、なかなか魅力的な価格だ。また、DSU内蔵モデル
もあり、DSUがないモデルとの価格差は20,000円で、
NTTのDSUが24,800円であるのに比べて安いこともう
れしい。ただし、DSU内蔵モデルにはNECのTA
「Aterm IT55 DSU」にオプションで付いているような、
他のTAを増設するポートはないので注意が必要だ。ほ
かにTAやダイアルアップルーターなどを付けようとし
た場合、新たにDSUを買う必要がある。

試用レポート

S端末型の設定は簡単

今回はDSUがないモデルをお借りした。ウィンドウ
ズ95がインストールされたPC/AT互換機2台をハブに
接続し、ハブとNS-2480を接続する。設定を始めるに
はまずディップスイッチを設定のモードにして、ウィン
ドウズ95で「MS-DOSプロンプト」を起動する。ARP

NS-2480

セイコー電子工業株式会社

98,000円（DSU無しモデル）

118,000円（DSU内蔵モデル）

0120-234-288

電源ケーブル、ISDNケーブル

http://www.sii.co.jp/

aWWWブラウザーを利用して
設定することができる。

a各種インジケーターが見やすい。

a背面から見たところ。左からディップス
イッチ、ISDNコネクター、LANコネク
ター、クロスケーブル用コネクター、
「CROSS・LAN」切り替えスイッチ、
電源ケーブル、電源スイッチ
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インターネットニンジャ

Internet Ninja

1すべてのデータをわかりやすく表示する
2静止画、動画、サウンド、URL、HTMLなどが区別なく扱える
3ドラッグ＆ドロップの簡単操作

WWWブラウザーから取り込んだ静止画や音声をわかりやすく一覧表示する

ここがスゴイ！

9,800円（店頭パッケージ価格）
3,500円（ダウンロード価格）

株式会社アスキーサムシンググッド

インターネットニンジャ

株式会社アスキーサムシンググッド

ベータ4

（11月15日に正式版リリース予定）

03-5436-7859

9,800円（店頭パッケージ価格）

3,500円（ダウンロード価格）

http://www.asg.co.jp/ininja/

index.html

アスキーサムシンググッドが開発した「イ

ンターネットニンジャ」は動画、静止画、

サウンド、HTMLなど、インターネット上

で扱われるさまざまな種類のデータをわか

りやすく簡単に表示できる新しいソフトウ

ェアだ。

インターネット上にある膨大な情報やマル

チメディアデータを1つのソフトで簡単に

整理して活用しようというのが、このソフ

トの最大のウリだ。

SWWWのマルチメディア特性に合わせた

データ管理ソフト

インターネットニンジャはWWWブラウザーのキャ
ッシュからさまざまなマルチメディアデータを取り込み、
簡単に一覧できる。画像や動画ファイルに関してはす
べて縮小して内容を表示してくれるので、一目で中身
が判断できる。また、サウンドファイルやHTMLなど
に関してはウィンドウズ95で利用しているアイコンを
自動的に割り当てる仕組みになっている。表示された
データを選んでダブルクリックすれば、音声や動画な
どさまざまな形式のデータを再生する。従来は、静止
画ならばソフトA、動画ならばソフトB、サウンドなら
ば…とそれぞれデータ形式に合ったソフトを個別に起
動しなければならず、データの管理方法の違いや操作
方法の違いにわずらわしさを感じることがあったが、イ
ンターネットニンジャなら、それらのさまざまなデータ
を単一のビューアーで再生することができる。一般的
には、ちょっとしたスクラップブックのような使い方も
できるだろうし、グラフィカルなURLブックマークとい
う利用の仕方も考えられるし、好きな画像や動画だけ
を集めて鑑賞するためのギャラリー構築もできる。

SWWWブラウザーと連携できる

操作方法は簡単だ。データはすべて一元管理され、
混在した複数の形式のデータもすべて一覧表示される。
操作に関してもほとんどがドラッグ・アンド・ドロッ
プですんでしまう。
まずインターネットニンジャのデータの入力方法だ

が、いくつかの方法がある。「挿入」メニューからファ
イル単位で追加していく方法と、WWWブラウザーと
連携したモード、そして各種アプリケーションなどか

らのドラッグ・アンド・ドロップによる方法がある。
WWWブラウザーに関しては、インターネットエクス
プローラーとネットスケープナピゲーターに対応してお
り、それぞれ自分のパソコンのハードディスクに蓄積
されたキャッシュデータを自動的に取り込んだり、現
在表示しているWWWのデータをすべて一括して取り
込むこともできる。また、WWWブラウザーで表示し
ているドキュメントの中から一部の画像ファイルだけ
をドラッグ・アンド・ドロップしたり、さらには表示
中の一部のテキストをコピー・アンド・ペーストする
こともできる。
一覧表示されたデータは、表示の仕方を自由に変更

できる。表示のボックスにはファイル名やURLのほか、
任意のコメントを入力して表示するなど、細かい設定
も用意されているので、利用しやすいようにカスタマ
イズもできる。
また、表示されたデータをダブルクリックすれば、静

止画データは実寸表示され、WAVファイルやAVIファ
イルなど、ウィンドウズでスタンダードに使われている
ファイルはインターネットニンジャが持つプレーヤーで
再生される。インターネットニンジャのプレーヤーがサ
ポートしていないサウンドやHTML、動画データなど
はウィンドウズ95で関連付けられたアプリケーション
が自動的にデータを読み込んで立ち上がるようになっ
ている。一覧表示されたデータも1つのデータベースの
中で「ブック」という単位でまとめられるので、さま
ざまなジャンル分けによる管理などが簡単にできる。

Sホームページ作成者にも便利

アスキーサムシンググッドではセールスポイントとし
て受信者側の便利さを強調しているが、ホームページ
の作成者にとっても便利なソフトといえる。ファイル
ネームだけでは管理しにくい、いわゆる「素材」デー
タを一覧して表示して、中身を確認しながらインター
ネットニンジャ側からHTMLエディターにドラッグ・
アンド・ドロップしてやればデータのコピーも簡単にで
きてしまうからだ。
ちょっとしたアイデアの生きたソフトであるだけに、

ユーザー側の使い方次第でいろいろな利用方法が考え
られる面白いソフトといえるだろう。

（石橋文健）

［ユニークさ］ ★★★★☆
［コストパフォーマンス］★★★☆☆

［使いやすさ］ ★★★★☆
［期待度］ ★★☆☆☆
［総　合］ ★★★☆☆
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aインターネットニンジャの画面。
取り込んだ画像はわかりやすく表
示されるので便利だ。

a取り込んだ画像は拡大し
て見ることもできる。
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